
１．精密検査結果（ゲルマニウム半導体検出器による検査）

　    　　 「県産牛の放射性物質検査の結果について（R2年4月から）」
 　    　　　https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/tikusanka/syukkakannrenn-r2monitoring.html

　　〇県内農林水産物１，８３１点（１００品目）を検査

　　〇基準値以下が１，８０１点(９８．４％)

　　○基準値超過が３０点（１．６％）で、すべて林産物（２品目　　）

　　〇１，３７９点（６１品目）を検査し、全て基準値以下

　＜農産物の状況＞

　　〇３６点（１５品目）を検査し、全て不検出（検出下限値未満）

　＜畜産物の状況＞

　　〇３点（１品目：原乳）を検査し、全て不検出（検出下限値未満）

　　（畜産物のうち牛肉については、廃用牛の出荷時に簡易検査を実施　  ）

　  ※１　山菜類：コシアブラ（野生）１１点中２点、タケノコ（野生）２５１点中２８点

　　※２　県産牛の放射性物質検査の結果については下記のHPに掲載しております。

　＜林産物の状況＞

　　〇４１３点（２３品目）を検査

　　○基準値以下が３８３点（９２．７％）

　　○基準値超過が３０点（７．３％）

　

　＜水産物の状況＞
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　＜概要＞
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２．非破壊検査結果（ＮａＩシンチレーション検出器による検査）（全量検査）

　　○林産物３，７６４点（１品目）を検査

　　○スクリーニングレベル　　以下が３，６６２点（９７．３%）

　　○スクリーニングレベル超過が１０２点（２．７%）

　　注）　速報値であるため、品目数は重複していることがあります。

　　  　   割合（％）は小数点２位以下を四捨五入しているため、合計で１００％とならないことがあります。

　　 ※３　スクリーニングレベルとは、「非破壊検査法による食品中の放射性セシウムスクリーニング法」に基づく検査において、
　　　　　  国が定めた基準値（100㏃/㎏）を確実に下回ると判断するための値
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